
 

記 念 講 演 会 

 

     「新出《伊東マンショの肖像》を読み解く― 

ヤーコポおよびドメニコ・ティントレットの工房との関係から―」 
 

2017 年 10 月 28 日（土）14 時～15 時（開場 13 時 30 分） 

会場：東京富士美術館／本館 ミュージアムシアター 
料金：無料（ただし、展覧会の入場料金が必要、土曜は中小生無料） 
申込：不要。定員200名 ※当日正午より、講演会場入口にて入場整理券を配布（お一人様一枚配布） 
講師：小佐野重利（おさの・しげとし） 

 
■講師プロフィール： 
 東京大学名誉教授、同大大学院教育学研究科特任教授。1951年山
梨県生まれ。東京大学大学院人文科学研究科博士課程中途退学。東京
大学大学院人文社会系研究科教授、同研究科長・文学部長を経て退職。
現在も同大大学院教育学研究科特任教授として学生相談ネットワー
ク本部長を兼務。 1995/96年度ポール・ゲッティ美術史人文学研究
所招聘研究者。2003年イタリア政府よりイタリア連帯の星騎士・騎
士勲位章、2009 年同星騎士・コメンダトーレ勲位章を受章、2010

年ミラノのアンブロジャーナ・アカデミー会員に選出。2011年より国際美術史学会(CIHA)
副会長、2014年より日本学術会議会員、2017年より東京大学名誉教授。 
 著書に『記憶の中の古代―ルネサンス美術にみられる古代の受容―』（第16回マルコ・
ポーロ賞受賞、中央公論美術出版、1992年）、『ラファエッロと古代ローマ建築』（編共
著、中央公論美術出版、1993 年）、『《伊東マンショの肖像》の謎に迫る―1585 年のヴ
ェネツィア』（三元社、2017年）他多数。 
 展覧会に、『レオナルド・ダ・ヴィンチ―天才の肖像』（監修、TBS、2013年）、『ボ
ッティチェリ展Botticelli e il suo tempo』（共同監修、朝日新聞社、 2016年）など。 
 
■内容： 
 2014年３月に再発見が報じられたドメニコ・ティトレットの《伊東マンショの肖像》が、
昨年の東京と九州２県での初公開に続いて、今回「遥かなるルネサンス」展に来日した。 
 現在の所有者が絵の X 線撮影やキャンバス裏面の銘文の調査をした結果、古い時代の西
洋絵画の新出作品では極めて稀なことだが、画家工房を出てから現在に至るまで、来歴が途
切れずにたどれるという出自の確かな肖像画とわかった。 
 今回、さらに調査したところ、X線写真で判明する肖像画表の銘文とそれを裏に転写した
銘文は、少年使節がヴェネツィア政府に奉呈した1585年7月２日付け四人連署の感謝状（今
回の「遥かなるルネサンス」展に展示、カタログNo. 54）の記載に基づくことが判明。描
いたのは、肖像画制作で名声を博した息子ドメニコであるとみて間違いない。（講演要旨） 

案内人、ビアちゃん旅のリーダー マンショくん

長～～～い船旅 イタリア上陸！

ラピスラズリ

想像を絶するおもてなし 感謝のお手紙

　私は470年以上前のイタリアから来たメディチ家のプリン
セス。名前はビアよ！大好きなパパの横顔のペンダントをし
て、400年以上前のイタリアをみんなに案内するため、初めて
の海を渡って日本に来たの。

●ビアちゃんのパパ《コジモ１世の肖像》を探そう

旅の思い出
　一番心に残った作品をスケッチしたり、言葉であらわし
てみよう！
題名《 》
作られた年（ ）

　今日の旅の主役は日本人で初めてヨーロッパに行った4人の
少年たち。みんな13～14才。そのリーダーがマンショくん。
すごいひだ襟だね！これは当時ヨーロッパの身分の高い人が身
につけていた服だよ。さあ、4人の少年が見たイタリアを一緒
に旅しよう！プレーゴ！（イタリア語でレッツゴー！の意味）

●マンショくんと同じような襟の服を着ている人の作品を見つ
けたら下の【　】に番号をメモしよう。

【　　　　　　　　　　　　　】

　彼らは「天正遣欧少年使節」と呼ばれているよ。「天正」は
当時の日本の年号（元号）。遣欧の遣は「遣わす」の意味で人
がどこかに送られること。そしては「欧」は欧州、つまりヨー
ロッパ。「使節」は国家や政府の代表として外国に派遣される
人のこと。つまり、少年たちは日本の代表として未知の世界に
繰り出したんだ。すごいよね！
　こうして、1582年2月20日（天正10年、安土桃山時代、織田
信長が倒れた［本能寺の変］の4か月前）に長崎から船で出発し
たマンショくんら4人。中国のマカオ、インドのゴアなどを経由
して、アフリカ大陸をぐるっとまわってスペインによって、イタ
リアに着いたのは1585年3月1日。約2年間の長～～～い船
旅。今は飛行機で約12~13時間で行けるよ。

　到着したイタリアの港の様子だよ！手前には灯台が、海沿い
には町が、遠くには山が見えるね！色々な種類の旗もあるね。
この作品は少年たちが到着した少し後に作られたよ。貴石と
いって美しくてめずらしい宝石でできているの。とくに金色が
まざった群青色の波はラピスラズリといってとても高価な石
（ビアちゃんの背景にも使われているよ）。
まるで額に入った絵のようだね！

　4人の少年は行く先々で大歓迎されるよ。パレードが行われ
たり、パーティーが開かれたり、高価な贈り物をもらったり、
お城に泊まったり…。位の高い人たちにも会ったよ。
　なかでもキリスト教で一番くらいの高い教皇グレゴリウス
13世は、病にかかっていた少年の中浦ジュリアンにあたたか
い励ましを送り、彼のために６人もの名医を集めたそう。国の
代表という立場で病になってしまったジュリアンくんの気持ち
を教皇は1番よく理解していたんだね。この時の恩をジュリア
ンくんは一生忘れなかったよ。今世界中で使われている「グレ
ゴリオ暦」はグレゴリウス13世が採用し、そのお陰で実際の太
陽の動きと日付の誤差が少なくなったよ。

※セミナリオはキリスト教の聖職者を育てるための学校。

　数々のおもてなしを受けた4人の少年は、あふれんばかりの
感謝の気持ちを手紙に書いて送っているよ。
　ヴェネツィア共和国政府への感謝状は日本語とイタリア語の
両方で書いているよ。さすが日本の代表！とても優秀で感謝
の気持ちを忘れない素晴らしい少年たちだったんだね。

　裏面の地図を広げてみよう！ JUNIOR GUIDE

ジュニアガイド
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《ビア・デ・メディチの肖像》 ブロンズィーノ（アーニョロ・ディ・コジモ・トーリ）
ウフィツィ美術館　© Gabinetto Fotografico delle Gallerie degli Uffizi

《伊東マンショの肖像》 ドメニコ・ティントレット　トリヴルツィオ財団

《ヨーロッパ内外にセミナリオを設立するグレゴリウス13世》 ローマの画家　グレゴリアン大学

《天正遣欧少年使節からヴェネツィア共和国政府への感謝状》 ヴァチカン教皇庁図書館
© by Biblioteca Apostolica Vaticana

《リヴォルノ港の景観》 大公の工房、クリストーファノ・ガッフーリ（ヤコポ・リゴッツィの作品に基づく）
ウフィツィ美術館　© Gabinetto Fotografico delle Gallerie degli Uffizi


